
2024年 11月 29日更新 

草の根技術協力（支援型）案件概要表 

Ⅰ．事業の概要 

1．対象国名 タイ国 

2．案件名 北タイの保健センターにおける HIV 感染者ケアの仕組み（サンパトンモデル） 

の普及 

3．事業の背景と必要性 タイでは地域病院が中心となり HIV 感染者に抗レトロウイルス療法（ART）を提供

しているが、チェンマイ県サンパトン郡では、患者の利便性の向上と医療資源の効率

的な利用を目的として、健康状態が安定している ART受療者に対して、地域病院と保

健センターが協働で ART を提供する仕組み（サンパトンモデル）を開始し、提案団体

が実施した草の根協力事業（2017年 10月〜2019年 10 月）によりその改善がなさ

れた。この成果をチェンマイ県の他の郡にも普及させるためは、同県衛生局の管理能

力およびモニタリング能力の強化と各対象郡における HIV 感染者ケアに関する技術

支援やマネジメント能力の強化が必須である。 

また、チェンマイ県に隣接し、山岳地域に位置するため、地域病院から保健センタ

ーまでの地理的アクセスが良くないという課題を抱えているメーホンソン県も、サン

パトンモデルを普及することを強く望んでいる。同県においても同モデルを普及する

ことで、HIV感染者が、保健センターの管理の下でケアを継続することができるよう

になり、ウイルス量が検出限界未満の患者の割合を上げることに寄与し、他の地域へ

の普及も更に進むことが期待される。 

4．プロジェクト目標 HIV 感染者ケアを全ての保健センターで適切に提供できるようになる 

5．対象地域 チェンマイ県およびメーホンソン県 

6．受益者層 

（ターゲットグループ） 

県衛生局のエイズ対策担当官、郡病院並びに保健センターで HIV 感染者ケアを担当し

ている医療従事 

7．生み出すべきアウト

プット及び活動 

<アウトプット> 

成果１．チェンマイ県衛生局とメーホンソン県衛生局が、対象郡へのサンパトンモデ

ル導入に関わる活動の調整とモニターができるようになる。 

 

成果２．対象郡のプロジェクトに参加する保健センターのスタッフが自信を持って

HIV 感染者ケアを提供できるようになる。 

 

<活動> 

県衛生局の調整とモニター機能の向上 

活動 1-1プロジェクト運営委員会を組織する。 

活動 1-2対象郡のワーキンググループメンバーを対象に、サンパトンモデルに関する

研修を開催する。 

活動 1-3 HIV 感染者ケアに関する本邦研修を実施する。 

活動 1-4モニタリングのためのフォーマットを作成する。 



活動 1-5県衛生局のエイズ対策担当者が、各対象郡からのデータや訪問等により進捗

状況を把握および分析し、各郡のワーキンググループにフィードバックするとともに

運営委員会に報告する。 

 

対象郡におけるサンパトンモデルの導入 

活動 2-1対象郡において、サンパトンモデル導入のためのワーキンググループを組織

する。 

活動 2-2各対象郡でサンパトンモデル導入のためのアクションプランを作成する。 

活動 2-3各対象郡で患者紹介マニュアルを策定する。 

活動 2-4 対象郡の保健センタースタッフを対象とした HIV 感染者ケアに関する研修

を実施する。  

活動 2-5 研修の前後に、保健センタースタッフを対象とした HIV 感染者ケアに関す

る意識調査を実施する。 

活動 2-6 基準を満たした ART 受療患者を地域病院から保健センターに紹介し、保健

センターでケアを提供する。 

活動 2-7 ワーキンググループが HIV 感染者ケアの状況について、保健センタースタ

ッフからヒヤリングを行う。 

活動 2-8フォーマットを用いてプロジェクト運営委員会に進捗状況を報告する。 

8．実施期間 2024年 7月〜2026年 7月（計 24か月） 

9．事業費概算額 10,999千円 

10．相手国側実施機関

（カウンターパート） 

チェンマイ県衛生局およびメーホンソン県衛生局 

Ⅱ．団体の概要 

1．実施団体／指定団体 学校法人杏林学園 

2．主な活動内容 医学部、保健学部、総合政策学部、外国語学部、⼤学院医学研究科、⼤学院保健学研

究科、⼤学院国際協力研究科において教育・研究活動を行っている。また、医学部付

属病院にて⾼度医療を提供している。上述のとおり、2017 年 10 月〜2019年 10 に

は、草の根技術協力事業を活用して、タイ国チェンマイ県において本事業の前進事業

となる HIV 感染者ケアに関する事業を実施している。 

 


